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■下川町・栗岩英彦さんの〝旅バカ〟人生

ま
と
め
た
一
冊
。
昭
和
の
香
り
が
あ
ふ
れ

る
旅
行
記
に
仕
上
が
っ
た
。

　

栗
岩
さ
ん
は
30
～
40
代
に
か
け
て
、
肉

体
労
働
で
稼
い
だ
資
金
で
国
内
外
を
放

浪
す
る
、〝
旅
バ
カ
人
生
〟を
送
っ
て
き
た
。

90
年
代
初
め
、
わ
た
し
が
暮
ら
す
道
北
の

下
川
町
に
移
り
住
み
、
古
い
農
家
を
改
造

し
て「
モ
レ
ー
ナ
」を
開
業
。
北
イ
ン
ド
で

覚
え
た
カ
レ
ー
料
理
な
ど
を
提
供
す
る
一

方
、
店
が
暇
な
冬
に
な
る
と
外

国
を
旅
す
る
─
─
脳
梗
塞
を
患

う
12
年
前
ま
で
、
そ
ん
な
生
き

方
を
続
け
て
き
た
。

「
自
分
の
耳
で
現
地
語
を
覚
え

て
人
々
と
話
し
、
子
供
達
と
遊

び
、
町
や
村
の
食
堂
で
現
地
の

食
べ
も
の
を
口
に
す
る
。
ま
た
、

常
に
持
ち
歩
い
て
い
た
ギ
タ
ー

を
弾
き
、
無
心
に
歌
っ
た
。
そ

ん
な
旅
を
重
ね
る
う
ち
に
、『
人

間
は
人
間
で
あ
る
』と
い
う
確

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
悪

い
人
間
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
言

葉
も
道
も
わ
か
ら
ず
に
困
っ
て

い
た
私
に
対
し
、
人
々
は
親
切

で
優
し
か
っ
た
」（『
昭
和
放
浪

記
』あ
と
が
き
）

　

自
費
出
版
の
き
っ
か
け
は
数
年
前
に
さ

か
の
ぼ
る
。
町
内
で
フ
リ
ー
の
英
語
教
師

を
や
っ
て
い
る
富
永
宰
子
さ
ん
に
旅
日
記

を
貸
し
た
。
後
日
、「
俺
が
死
ん
だ
ら
ゴ
ミ

処
理
場
で
燃
や
さ
れ
る
。
そ
れ
で
い
い
ん

だ
よ
」と
話
す
と
、「
も
っ
た
い
な
い
。
活

字
に
し
て
残
し
た
ら
ど
う
か
」と
薦
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
自
分
の
日
記
に

価
値
が
あ
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
の
冬
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

や
、
店
の
客
足
が
途
絶
え
た
。「
今
、
自
分

が
や
れ
る
こ
と
は
…
」と
考
え
、
出
版
話

に
心
が
動
く
。
栗
岩
さ
ん
か
ら
相
談
を
受

け
た
わ
た
し
は
、
過
去
に
近
隣
の
郷
土
研

究
グ
ル
ー
プ
が
刊
行
し
た
単
行
本
を
編
集

し
た
り
、
自
著
を
上
梓
し
た
経
験
も
あ
り
、

編
集
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

夏
ま
で
に
下
川
町
ゆ
か
り
の
有
志
数
人

で
つ
く
る
出
版
チ
ー
ム
が
発
足
。
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
が
進
み
、
着
手
か
ら
わ
ず
か
半

年
で『
昭
和
放
浪
記
』が
誕
生
し
た
。
本
が

届
い
た
日
に
著
者
が
見
せ
た
、
感
極
ま
っ

　
世
界
と
日
本
を
旅
し
た
下
川
町
の
栗
岩
英
彦
さ
ん
が
３
冊
の「
放
浪
記
」を
上
梓

　
世
界
と
日
本
を
旅
し
た
下
川
町
の
栗
岩
英
彦
さ
ん
が
３
冊
の「
放
浪
記
」を
上
梓

人
生
の
締
め
く
く
り
に
自
身
の
軌
跡
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
い
と
願
う
人
は
多
い

が
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
人
は
少
な
い
。
道
北
の
下
川
町
で
カ
レ
ー
料
理
の
店
を
営

む
栗
岩
英
彦
さ
ん
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
長
ら
く
世
界
各
地
を
歩
き
、
軽
バ
ン
や

バ
イ
ク
で
の
日
本
一
周
も
成
し
遂
げ
た
筋
金
入
り
の“
旅
バ
カ
”で
あ
る
。
旅
の
流
儀

は
、
訪
れ
た
国
の
数
を
自
慢
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
耳
で
現
地
語
を
覚
え
て

人
々
と
話
し
、
子
供
た
ち
と
遊
び
、
村
の
食
堂
で
現
地
の
食
べ
も
の
を
口
に
す
る
こ

と
。
そ
ん
な
人
物
が
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
一
昨
年
か
ら
最
近
に
か
け
て
３
冊
の『
放

浪
記
』を
相
次
い
で
自
費
出
版
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
共
感
し
た
人
た
ち
が
チ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
栗
岩
さ
ん
を
支
え
た
。
編
集
の
こ
ぼ
れ
話
も
交
え
な
が
ら『
放
浪
記
』に

込
め
た
著
者
の
思
い
を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

纏
め
た
筋
金
入
り
の“
旅
バ
カ
”人
生

纏
め
た
筋
金
入
り
の“
旅
バ
カ
”人
生

自
分
の
足
で
歩
い
て
分
か
っ
た
世
界

自
分
の
足
で
歩
い
て
分
か
っ
た
世
界

　

10
月
14
日
夜
、
下
川
町
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン「
モ
レ
ー
ナ
」は
店
主
の
栗
岩
英
彦
さ
ん

（
１
９
４
３
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
）が
執
筆

し
た『
放
浪
記
』３
部
作
の
出
版
を
祝
う
人

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
幼
児
か
ら
和
服
姿
の
年

配
女
性
ま
で
50
人
余
り
、
若
者
も
目
立
つ
。

著
書
の
中
か
ら
栗
岩
さ
ん
が
和
歌
山
の
海

辺
の
町
で
食
堂
を
営
む
夫
婦
と
の
や
り
取

り
を
再
現
し
た「『
タ
コ
焼
き
定
食
』と
人

情
」、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
辺
境
で
の
一
夜
を

記
し
た「
ジ
プ
シ
ー
の
人
々
と
の
出
逢
い
」

を
朗
読
し
、
参
加
者
が
静
か
に
聴
き
い
る

…
。
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ギ
タ
ー
演
奏

も
交
え
、
記
念
の
宴
は
遅
く
ま
で
続
い
た
。

「
世
界
中
を
こ
の
足
で
歩
い
て
み
た
い
」が

栗
岩
少
年
の
夢
だ
っ
た
。
船
員
に
な
っ
て

外
国
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
大
学
受
験
を

前
に
結
核
を
患
っ
て
断
念
。
長
い
療
養
生

活
を
終
え
、
大
学
卒
業
後
は
名
古
屋
市
内

の
養
蜂
研
究
所
で
働
く
が
、
長
年
の
夢
は

諦
め
き
れ
な
か
っ
た
。

　

１
９
７
４
年
、
栗
岩
さ
ん
は
妻
の
照
子

さ
ん
と
一
緒
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
向
か

う
。
ま
だ
世
界
一
周
を
め
ざ
す
若
者
は
少

な
い
中
で
、
欧
州
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

経
て
イ
ン
ド
で
の
生
活
…
と
波
乱
の
旅
は

１
年
４
カ
月
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
時
の
旅
日

記
を
ま
と
め
た
の
が
第
１
作『
昭
和
放
浪

記
』（
20
年
11
月
出
版
）で
あ
る
。

　

帰
国
後
も
栗
岩
さ
ん
の
放
浪
の
旅
は
続

く
。
十
勝
の
ト
ム
ラ
ウ
シ
に
通
う
中
で
２

人
目
の
妻
・
文
子
さ
ん（
故
人
）と
出
会

い
、
天
安
門
事
件
で
揺
れ
る
中
国
を
訪
れ

た
。
混
乱
を
逃
れ
、
北
イ
ン
ド
で
一
冬
を

す
ご
し
た
後
、
自
転
車
で
ス
ペ
イ
ン
や
ポ

ル
ト
ガ
ル
を
回
る（
89
～
90
年
）。
こ
の
時

の
話
を
書
い
た
の
が
第
２
作『
平
成
放
浪

記
』（
21
年
１
月
出
版
）だ
。

　

第
３
作
の『
日
本
放
浪
記
』（
22
年
８
月

同
）は
、
軽
バ
ン
を
駆
っ
て
半
年
間
に
お

よ
ん
だ
日
本
一
周
の
旅（
78
年
）を
縦
糸
に
、

そ
の
前
後
の
旅
先
で
の
出
来
事
を
横
糸
に

こ
の
足
で
世
界
を
旅
し
て
み
た
い

少
年
の
頃
の
夢
が
３
部
作
に
結
実

コ
ロ
ナ
禍
が
自
費
出
版
を
後
押
し

刊
行
に
向
け「
下
川
チ
ー
ム
」も
発
足

３冊の『放浪記』には、旅の途中に描いた水彩画や写真をふんだんに盛り
込んだ

出版記念の祝賀会で著書の一部を朗読する栗岩英彦さん
（10月 14 日、下川町の「モレーナ」で）

（くりいわ・ひでひこ）1943 年、静岡県三島市生まれ。
東京農業大学造園学科を卒業後、養蜂研究所の職員
や焼き芋屋、物干し竿の行商などを経験。1974 年に
第１回、89 年に第２回の世界一周に旅立つ。91年に
道北の下川町に移住し、４年後にレストラン「モレーナ」
を開業。コロナ禍が始まった 2020 年から今年夏にか
けて、『昭和放浪記』『平成放浪記』『日本放浪記』の３部
作を自費出版。旅行画家でもある
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■下川町・栗岩英彦さんの〝旅バカ〟人生

相棒の照子さんと軽バン「スバル・サンバー」で日本一周の旅
（1978 年秋、宮崎県えびの高原で）

2021 年暮れ、編集担当の筆者と『日本放浪記』の原稿をチェック
（撮影：尾潟鉱一さん）

２人目の妻・文子さん（故人・右端）とスペインからポ
ルトガルを自転車旅行（1990 年春）

標高 5,000 ｍ、ネパールの山岳地帯を旅する（1974 年 12 月）

人
の
記
録
か
ら
窺
え
る
日
本
人
観
…
。
ス

ペ
イ
ン
を
列
車
で
旅
し
、
ギ
タ
ー
で
フ
ラ

メ
ン
コ
の
曲
を
弾
く
と
乗
客
か
ら
や
ん
や

の
喝
采
を
浴
び
、
マ
ド
リ
ッ
ド
や
ロ
ン
ド

ン
で
は
下
宿
生
活
も
体
験
し
た
。

　

欧
州
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
計
画
だ
っ

た
が
、
情
報
を
集
め
る
と
危
険
が
伴
う
と

直
感
し
た
。
一
足
先
に
相
棒
が
帰
国
し
、

自
身
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
イ
ン

ド
に
向
か
う
旅
程
に
変
更
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
ス
マ
ホ
も
な
い
、
情
報
は
口
コ
ミ
が

頼
り
と
い
う
時
代
だ
。
冒
険
の
旅
が
続
き
、

イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
河
畔
の
村
で
暮
ら

す
う
ち
に
体
調
を
崩
し
、
世
界
一
周
の
夢

を
諦
め
て
帰
国
す
る
…
…
。

「
日
本
を
出
発
す
る
前
は
、
人
種
差
別
の

問
題
に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、

ロ
ン
ド
ン
を
旅
し
た
時
に
肌
が
黄
色
い
だ

け
で
２
回
ほ
ど
差
別
を
受
け
、
憤
り
を
覚

え
た
。
旅
を
重
ね
る
う
ち
に
白
人
が
黒
人

を
、
英
国
人
が
イ
ン
ド
人
を
差
別
す
る
場

面
に
も
出
会
っ
た
。
根
も
葉
も
な
い
の
に

相
手
を
貶
め
る
構
図
は
良
く
な
い
と
思
う
。

『
昭
和
放
浪
記
』で
は
、
そ
の
あ
た
り
も
伝

え
よ
う
と
し
た
ん
だ
」（
栗
岩
さ
ん
）

　

こ
の
一
冊
は
、
往
時
を
生
き
た
人
た
ち

に
は
過
去
を
振
り
返
る
読
み
物
で
あ
り
、

若
い
世
代
に
は
勇
気
を
持
っ
て
旅
に
出
る

こ
と
を
促
す
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
よ
う
な
表
情
が
印
象
に
残
る
。

　

74
年
２
月
に
横
浜
港
を
発
ち
、
ナ
ホ
ト

カ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
モ
ス
ク
ワ
に
向

か
っ
た
栗
岩
さ
ん
と
、
旅
の
相
棒
だ
っ
た

照
子
さ
ん
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
付
近

で
は
列
車
内
で
兵
士
の
取
り
調
べ
を
受
け

る
な
ど
、
東
西
冷
戦
下
の
ソ
連
の
非
情
な

一
断
面
が
描
か
れ
る
。
や
が
て
列
車
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
・
ウ
イ
ー
ン
に
到

着
し
、
２
人
の
若
者
の
旅
が
続
く
。

　

イ
タ
リ
ア
・
シ
シ
リ
ー
島
で
知
り
合
っ

た
人
々
と
の
交
流
や
ロ
ー
マ
見
学
、
欧
州

　

並
行
し
て『
平
成
放
浪
記
』の
編
集
作
業

を
進
め
、
前
作
の
３
カ
月
後
に
納
本
。
旅

日
記
や
多
数
の
写
真
、
水
彩
画
な
ど
が

残
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
発
揮
さ
れ
、
相
次
い
で
出
版
で
き
た
。

　

80
年
代
の
栗
岩
さ
ん
は
、
物
干
し
竿
や

焼
き
芋
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
る
一
方
、

独
学
で
旅
行
画
家
の
道
を
模
索
。
オ
ー
ト

バ
イ
で
の
日
本
一
周
や
登
山
、
沖
縄
へ
の

旅
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
と
、
心

の
赴
く
ま
ま〝
旅
バ
カ
〟生
活
を
続
け
た
。

　

や
が
て
ト
ム
ラ
ウ
シ
に
落
ち
着
き
、
89

年
に
は
再
び
世
界
一
周
へ
と
旅
立
つ
。
天

安
門
事
件
で
揺
れ
る
中
国
な
ど
を
旅
し
、

社
会
主
義
国
な
の
に
貧
富
の
差
が
歴
然
と

あ
る
列
車
内
で
の
交
流
や
、
荒
野
に
立
つ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
宿
、
チ
ベ
ッ
ト
青
年
と

の
出
会
い
…
と
、
あ
り
き
た
り
の
観
光
旅

行
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
重
ね
た
。

　

そ
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
岳
地
帯
を
越

え
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
逃
れ
、
北
イ
ン
ド
の

地
で
一
冬
を
す
ご
す
。
さ
ら
に
欧
州
に
飛

ん
で
自
転
車
旅
行
を
続
け
る
…
。
そ
ん
な

中
で
、
ふ
と
世
界
一
周
に
こ
だ
わ
る
こ
と

を
疑
問
に
感
じ
て
１
９
９
０
年
秋
、
旅
を

や
め
て
帰
国
し
、
下
川
に
移
住
す
る
ま
で

を
記
し
た
物
語
で
あ
る
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
首
府
・
カ

シ
ュ
ガ
ル
で
２
人
は
、
食
堂
を
営
む
40
代

く
ら
い
の
日
本
人
残
留
者
と
出
会
う
。
片

言
の
現
地
語
と
筆
談
で
の
や
り
取
り
の
下

り
は
感
動
的
だ
。
な
ぜ
彼
ら
が
孤
児
と
し

て
残
留
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
─
─

戦
後
の
裏
面
史
を
掘
り
下
げ
る
と
、
よ
り

奥
の
深
い
記
録
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

『
日
本
放
浪
記
』は
、『
昭
和
放
浪
記
』の
続

編
と
し
て
、
今
か
ら
40
年
余
り
前
に
ス
バ

ル
・
サ
ン
バ
ー
で
全
国
各
地
を
回
っ
た
記

録
と
、
そ
の
前
後
に
体
験
し
た
出
来
事
を

ま
と
め
た
一
冊
で
あ
る
。
栗
岩
さ
ん
は
読

者
に
対
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
に
出
に
く
い

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
一
周
の
疑
似
体

験
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」「
70
年
代
の
雰
囲

気
や
風
俗
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え

た
い
」と
考
え
た
。

　

昨
年
春
、
第
３
作
の
編
集
を
打
診
さ
れ

た
わ
た
し
は
、
ど
う
も
気
が
進
ま
な
か
っ

た
。
ベ
ー
ス
に
な
る『
江
別
文
学
』に
掲
載

さ
れ
た
旅
行
記
は
駆
け
足
す
ぎ
て
面
白
み

に
欠
け
る
。
さ
ら
に
、
肝
心
の
旅
日
記
の

多
く
が
失
わ
れ
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
再
現
し

に
く
い
─
─
こ
れ
で
は
著
者
の
自
己
満
足

に
終
わ
り
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
で
き
な

い
と
感
じ
、
そ
の
旨
を
直
言
し
た
。

「
残
さ
れ
た
写
真
と
私
た
ち
の
記
憶
を
手

が
か
り
に
し
た
執
筆
作
業
は
大
い
に
苦

労
し
た
」（
著
者
あ
と
が
き
）。
こ
う
し
て
、

半
年
間
に
わ
た
り
大
幅
な
加
筆
と
修
正
を

く
り
返
し
、
な
ん
と
か
単
行
本
ら
し
く
な

り
、
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
栗
岩
さ
ん
は

ネ
ッ
ト
を
使
わ
ず
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
な
い
。
拙

宅
と「
モ
レ
ー
ナ
」は
６
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離

で
、
原
稿
の
や
り
取
り
や
校
正
な
ど
で
行

き
来
し
、「
メ
ー
ル
を
使
え
ば
も
っ
と
効
率

的
に
で
き
る
の
に
…
」と
何
度
思
っ
た
こ

と
か
。

　

前
２
冊
は
外
国
で
の
話
だ
が
、『
日
本
放

浪
記
』の
舞
台
は
国
内
で
あ
る
。
登
場
す

る
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り
に
明
る
い
人
は
多
く
、
事
実
誤
認
な

ど
が
あ
れ
ば
著
者
や
編
集
者
の
信
用
失
墜

に
つ
な
が
る
。
入
念
に
校
閲
し
た
つ
も
り

だ
が
、
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
人
々
の
生
活
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
じ
ゃ
な

く
、
そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
風
習
や
文
化
、

暮
ら
し
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
情

報
だ
け
で
は
、
世
界
は
多
様
な
人
た
ち
で

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

旅
に
出
て
自
分
の
足
で
歩
き
、
目
で
見
る

中
で
分
か
る
世
界
が
あ
る
─
─
そ
う
思
っ

て
、
こ
の
３
部
作
を
書
い
た
ん
だ
」

　

と
栗
岩
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　

３
冊
と
も
３
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
作

で
、
千
部
ず
つ
作
成
し
た
。
一
部
を
書

店
に
配
本
し
た
時
期
も
あ
る
が
、『
昭
和
』

『
平
成
』は
残
り
が
２
百
部
前
後
に
な
っ
た
。

自
費
出
版
と
し
て
は
上
出
来
だ
ろ
う
。
出

版
費
用
は
友
人
・
知
人
ら
の
寄
付
や
著
者

の
資
金
、
本
の
売
り
上
げ
で
賄
い
、
旅
の

相
棒
だ
っ
た
加
藤
照
子
さ
ん（
福
島
県
在

住
）か
ら
物
心
両
面
の
支
援
も
あ
っ
た
。

　

読
者
か
ら
の
感
想
で
は
、「
読
み
や
す

い
」「
い
ろ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま

れ
、
面
白
い
」「
自
分
が
旅
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
」「
旅
に
出
た
く
な
っ
た
」と

い
っ
た
声
が
多
い
と
聞
く
。
こ
れ
は
、
20

代
の
若
者
か
ら
80
代
の
年
配
者
ま
で
、
世

代
を
超
え
た
感
想
の
よ
う
だ
。

　

栗
岩
さ
ん
は
、
こ
の
12
月
で
79
歳
に
な

る
。
出
版
に
対
す
る
意
欲
は
衰
え
ず
、
旅

行
画
集
の
刊
行
や
、
未
公
開
の
世
界
旅
行

記
の
電
子
書
籍
化
な
ど
を
模
索
中
だ
。
店

を
営
む
か
た
わ
ら
、〝
旅
バ
カ
人
生
〟を
締

め
く
く
る
日
々
が
続
く
。

　

※
各『
放
浪
記
』は
１
９
０
０
円（
税
込

み
）。
電
話
か
Ｈ
Ｐ
経
由
で
注
文
す
る
と

郵
送
し
て
く
れ
る（
送
料
は
別
途
）。

■
下
川
町
北
町
３
０
９　

モ
レ
ー
ナ

☎
：
０
１
６
５
５
・
４
・
４
１
１
０

Ｈ
Ｐ
：https://cafem

orena.info/

昭
和
の
香
り
あ
ふ
れ
る
日
本
の
旅

世
代
を
超
え
共
感
の
声
が
届
い
て
…

天
安
門
事
件
で
揺
れ
る
中
国
を
訪
れ

欧
州
を
自
転
車
で
巡
っ
た
平
成
の
旅


